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ア ミ ノ ク レ イ



ア ミ ノ ク レ イ

⼀ 般 的 な “ ⼟ ”

必 要 な 成 分 の み を 選 定 し て 作 っ た 人 工 土

と は

⾃ 然 界 の も の な の で 、
様 々 な 成 分 で 構 成 さ れ て い る 。
⼈ 体 に 良 い 成 分 も 含 ま れ て い る が
悪 い 影 響 を 及 ぼ す 成 分 や 、 不 純 物 も 含 む 。

ア ミ ノ ク レ イ

シリカベース

（ミネラルベース）

亜 鉛

セ リ ウ ム

マ グ ネ

シ ウ ム

も と も と は 医 療 ⽬ 的 で 開 発

必 要 な 成 分 の み を 選 定 し て 作 っ た ⼈ ⼯ ⼟
ミ ネ ラ ル ベ ー ス の 素 材 に 様 々 な
カ ス タ マ イ ズ を す る こ と が で き る

抗 が ん 剤 治 療 の た め の 研 究 や 、 や け ど 等 ⽪ 膚 疾 患 の ⽅ の 創 傷 治 癒 に ⽤ い ら れ て い ま す 。
※ 末 尾 の 論 ⽂ 参 照

そ の ⾼ い 機 能 と 効 果 を 化 粧 品 分 野 へ 応 ⽤ し た い ！



低 コ ス ト

短 時 間

⼤ 量 ⽣ 産 可 能

新 ワ ン ポ ッ ト 方 式
△ 高 コ ス ト

△ 大 量 生 産 ×

開 発今 ま で は …

ア ミ ノ ク レ イ を

製 造 す る に は

世 界 初 ！ 特 許 技 術



様 々 な 成 分 を 融 合

⼈ に も 環 境 に も 優 し い

抗 酸 化 作 ⽤

抗 菌 ・ 保 湿 機 能



ア ミ ノ ク レ イ は

様 々 な 成 分 を 乗 せ て 、 届 け る 。



アミノクレイ

- -

有 効 成 分

▶ 板状

-
ア ミ ノ ク レ イ の 構 造

▶ 主に球状 有 効 成 分 を 挟 ん で 安 定 さ せ る
100〜250ナノメートル

ア ミ ノ ク レ イ と ナ ノ カ プ セ ル 技 術 の 違 い は …

ナ ノ カ プ セ ル 技 術 は 、 成 分 を ナ ノ ス ケ ー ル の 球 状 カ プ セ ル に ⼊ れ 、 成 分 を 保 護 し 安 定 化

す る こ と が で き る 技 術 。 １ つ の 成 分 を １ つ ず つ カ プ セ ル 化 す る こ と が 多 い 。

ミ ル フ ィ ー ユ の よ う な 多 層 構 造 で

多 種 多 様 な 成 分 を ⼀ 度 に 搭 載 ！

ナノカプセル

有効成分



多 種 多 様 な 成 分 を 搭 載 可 能

板 状 の ア ミ ノ ク レ イ が

有 効 成 分 を 挟 ん で 安 定 さ せ る

ミ ル フ ィ ー ユ の よ う な 多 層 構 造 で

多 種 多 様 な 成 分 を ⼀ 度 に 搭 載 ！

多 種 多 様 な 有 効 成 分 を 安 定 し た

状 態 で お 肌 に 届 け る

特 定 の 時 間 や ⽪ 膚 の 湿 度 に 応 じ て

徐 々 に 有 効 成 分 を 放 出

板 が は が れ て い く 時 に

成 分 を 放 出 す る

放 出 す る 時 間 は

調 節 で き る



ア ミ ノ ク レ イ ⾃ 体 が 、

抗 菌 ・ 保 湿 機 能 を 持 つ 。



優 れ た 抗 菌 力 と 保 湿 力

抗 菌 『韓国建設⽣活環境試験研究院 (KCL)』による抗菌⼒試験
  �※成績書番号 :CT20-053462K

優 れ た 保 湿 ⼒

B e f o r e A f t e r

保 湿

密 閉 型 保 湿 剤 で あ る ア ミ ノ ク レ イ は 、

吸 収 型 保 湿 剤 に ⽐ べ 潤 い を 持 続 さ せ る ⼒ を 持 つ 。

9 9 . 9 %

除 去
⻩⾊

ブドウ球菌
肺炎菌 ⼤腸菌



ア ミ ノ ク レ イ は 、 優 れ た 抗 酸 化 作 ⽤ を 発 揮 す る 。



優 れ た 抗 酸 化 機 能

B e f o r e

アミノクレイで安定化した

ビタミンC

アミノクレイ⼊り

ビタミンC

容 器 に ビ タ ミ ン C の み を ⼊ れ た も の と 、

ア ミ ノ ク レ イ ⼊ り の ビ タ ミ ン C を ⼊ れ た も の を

6 0 ℃ の 環 境 で １ 年 間 経 過 観 察 し た 実 験

A f t e r

ビタミンCのみ ビタミンCのみ

時間が経つと
活性酸素の除去⼒は

ぐんと下がる

アミノクレイが
ビタミンCを保護して
安定化させるので、
抗酸化機能が持続

韓国ガチョン⼤学 バイオナノ学科 イ・ヨンチョル教授著 論⽂
「Novel Magnesium Aminoclay-Vitamin C Hybrid for Enhanced Stability and Bioactivity in Cosmeceutical Applications」より



ア ミ ノ ク レ イ は 、

⼈ に も 環 境 に も 優 し い 。



深

刻

化

す

る

環

境

問

題



や さ し い 素 材 で す 。

こ の よ う な 環 境 問 題 を 解 決

す る た め に 、 微 ⽣ 物 に よ っ て

⽔ や ⼆ 酸 化 炭 素 な ど に 分 解

さ れ ⾃ 然 に 還 る ⽣ 分 解 性

（ B i o d e g r a d a b l e ） 成 分

が 注 ⽬ さ れ て い ま す 。

ʻ ア ミ ノ ク レ イ ʼ も

同 じ よ う に ⾃ 然 に 還 る

地 球 環 境 に も 私 た ち に も



サ ン ゴ の ⾻ 格 形 成 を
サ ポ ー ト

ア ミ ノ ク レ イ は
も っ と 「 人 に も 環 境 に も や さ し い 」

サンゴに悪影響を及ぼすとし、

ハ ワ イ な ど ⼀ 部 の 国 で 禁 ⽌ さ れ

ている⽇焼け⽌めの成分をSave

ME シ リ ー ズ は ⼀ 切 使 ⽤ し て い

ま せ ん 。 そ れ だ け で な く 、 ビ タ

ミ ン C を ア ミ ノ ク レ イ で 安 定 化

さ せ る こ と に よ っ て 、 珊 瑚 の ⾻

格 形 成 を サ ポ ー ト す る 働 き を し

ます。

⾚ 潮 を 引 き 起 こ す
プ ラ ン ク ト ン の 除 去

⼈ に や さ し い

⾚ 潮 を 引 き 起 こ す と さ れ る プ

ラ ン ク ト ン を 除 去 す る 働 き が

あ り ま す 。 こ の 時 海 洋 ⽣ 物 の

⽣ 育 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と は

な い と さ れ て い ま す 。

⼈ 体 へ の 安 全 性 に つ

い て も 第 三 者 機 関 で

認 め ら れ て お り 、 安

⼼ し て 使 う こ と が で

き ま す 。

※ 末 尾 の 論 ⽂ 参 照



様 々 な 可 能 性 を 秘 め た ナ ノ 素 材 「 ア ミ ノ ク レ イ 」 を

世 界 で 初 め て 化 粧 品 分 野 に 適 応 し ま し た 。
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論⽂「A Possible Role for Vitamin C in Coral Calcification 」より
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物 質 を ナ ノ メ ー ト ル ( ㎚ ) の 領 域 ＝ 原 ⼦ や 分 ⼦ の ス ケ ー ル に お い て

⾃ 在 に 制 御 す る 技 術 の こ と 。

地球の直径が1m
だとしたら…
1円玉が1nm！

ナ ノ メ ー ト ル ( ㎚ ) ＝ 1 m の 1 0 億 分 の １

ナ ノ 技 術 と は

1m

1nm

物質がナノスケールになると全く

異なる、新しい特性が表れる。

そのため、物質をナノスケールの中で

制御することで、これまでに

ない新しい物理的･化学的･⽣物学的な

特性を表す素材を開発することができ、

化粧品以外にも電⼦、エネルギー、

宇宙航空、医学等、ほとんど全ての

産業分野に応⽤することができる。

ナノ技術が注⽬される理由



⾼ 機 能 で 地 球 に や さ し い 素 材

  ア ミ ノ ク レ イ の 基 本 ⾻ 格 は 、 ケ イ 素 、 酸 素 、 亜 鉛 や マ グ ネ シ ウ ム な ど で 構 成 さ れ

る 、 ⼀ 辺 が 数 百 ナ ノ メ ー ト ル の 板 の ⽚ ⾯ に 、 親 ⽔ 性 の ア ミ ノ 基 が 並 ん だ 板 状 構 造 で

す 。 こ の 板 と 板 の 間 に は た ら く 静 電 的 相 互 作 ⽤ で 多 層 構 造 を 形 成 し 、 菌 や ウ イ ル ス

の “ カ ラ ” を 破 壊 し て 、 抗 菌 ・ 抗 ウ イ ル ス 作 ⽤ を ⽰ し ま す 。 驚 く べ き こ と に 、 こ の

効 果 は 約 １ か ⽉ 間 持 続 す る こ と が わ か り ま し た 。

  ア ミ ノ ク レ イ は 、 そ の 多 層 構 造 の 板 と 板 の 間 に 、 ⽔ 分 ⼦ や ア ス コ ル ビ ン 酸 （ ビ タ

ミ ン C ） を 取 り 込 む こ と が で き ま す 。 こ の 板 が 少 し ず つ 剥 が れ て い く と き に 、 内 部

に 取 り 込 ま れ た 分 ⼦ が 徐 々 に 放 出 さ れ る こ と に よ り 、 保 湿 ⼒ や 抗 酸 化 ⼒ が ⻑ 期 間 持

続 し ま す 。 こ の よ う に 、 分 ⼦ が 出 た り ⼊ っ た り で き る ア ミ ノ ク レ イ の 機 能 を 活 か

し 、 数 種 の ビ タ ミ ン や 抗 酸 化 ・ 保 湿 成 分 を 配 合 し た シ ャ ン プ ー を は じ め 、 ト リ ー ト

メ ン ト 、 ボ デ ィ ー ソ ー プ 、 洗 顔 フ ォ ー ム 、 美 容 液 や 、 ア ミ ノ ク レ イ を 構 成 す る ⾦ 属

原 ⼦ を セ リ ウ ム に 換 え た 、 ⽇ 焼 け ⽌ め 効 果 の あ る ク リ ー ム な ど が 開 発 さ れ て い ま

す 。 今 後 、 さ ま ざ ま な 物 質 を 搭 載 し た ア ミ ノ ク レ イ の 、 機 能 性 材 料 と し て の 開 発 が

期 待 さ れ て い ま す 。

  現 在 開 発 が 進 ん で い る ナ ノ カ プ セ ル 技 術 は 、 ⼀ 般 的 に 、 ナ ノ ス ケ ー ル の 球 状 カ プ

セ ル に 化 合 物 を 封 ⼊ し 、 標 的 部 位 に 運 ん で か ら 放 出 す る ⼿ 法 で す 。 ナ ノ カ プ セ ル の

弱 点 の １ つ は 、 カ プ セ ル を 構 成 す る 物 質 の 量 に 対 し 、 運 べ る 物 質 の 量 が 少 な い こ と

で す 。 ⼀ ⽅ 、 ア ミ ノ ク レ イ は 板 状 ・ 層 状 構 造 の 特 ⻑ を 活 か し 、 取 り 込 め る 物 質 量 が

格 段 に 多 く な っ て い ま す 。

  ア ミ ノ ク レ イ は 、 機 能 が 優 れ て い る 上 、 ⼈ 体 へ の 安 全 性 が 第 三 者 機 関 で 認 め ら れ

て い ま す 。 ま た 、 ア ミ ノ ク レ イ は ⽔ 溶 性 の た め ⽔ に 溶 け や す く 、 ⾃ 然 界 で 分 解 さ れ

る ⽣ 分 解 性 と 同 じ よ う に 最 終 的 に ⾃ 然 に 還 る の で 、 環 境 へ の 負 荷 が ⼩ さ い と さ れ て

い ま す 。 ⾼ 機 能 で 地 球 に や さ し い 、 ア ミ ノ ク レ イ の 活 躍 が 注 ⽬ さ れ て い ま す 。
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